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て い な い
。 ラ ーオ 系タ イ入は、北 タ イの 井堰 を意味する フ ァ

ーイ と同 じ呼称 を使 っ て い る 。

カ ン ボ ジ ァ で は タム ノ ッ プ と呼 ばれ 、少 な くと もシ ア ム レ ア プ周辺 で は今 日で も盛 ん に タ

ム ノ ッ プが作 られ 、機能 して い る ，，また 、タ ム ノ ッ プ とい う語 は 、タイ語 、ラ ーオ語で は意味

を もた な い こ とか ら も 、 ク メ ール 語 に起源する と思 われ る 。 ア ン コ
ール の バ ラ イが 灌漑 に

使わ れ たか ど うか に つ い て は 、 近年 、 疑義が 提起 され て い る が 、
バ ラ イが灌漑用で は なか っ

た とすれ ば、タ ム ノ ッ プ に よ っ て 灌漑 され て い た 可能性が高 い
。

　　　シ ン ポ ジ ウ ム 報告要旨

（趣 旨説明）東南ア ジ ア 史学の 方法と して の オー
ラ ル ・ヒ ス トリー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 中野 聡

　今大会シ ン ポ ジ ウム で は、東南 ア ジア史学の 方法 と して の オー
ラ ル ・ヒ ス トリ

ーの 意義

と問題 点を検討する 。 史的方法の検 討とい う点で は 、 前回の大会 シ ン ポ ジウ ム 「通史を考 え

る」と連続性 を もつ 企 画で あ るが 、 歴史叙述 とい う史学上 の 作業の い わ ば出力部分 にあ た

る 問題 を検討 した前 回に対 して 、 今回は 史料 の 収集 ・批判 とい うい わ ば入力部分に あた る

問題 を、東南 ア ジア 史研究の 実践 の現場 か ら考 えよ うとする もの で あ る 。

　 オ
ー

ラル ・ヒ ス トリ
ー

は 、そ の 最 も広 義の 意味で は過 去 につ い て の 人 間の 「語 り1全て を

包摂 し得る概 念で あ るが 、 歴 史学の 方法 と して は「現存する（した）入々」か らの 聴 き取 りを

史料 と して 用 い る こ とと定義で きる だ ろ う。 過去 に第三 者に よ っ て 記録 され文字化 され た

口述 史料 は もちろ ん 、口承 ・伝承や慣 用句の 史料 と して の 利用 な ども 、 後者に 含め る こ とが

可能で ある 。 こ の シ ン ポジ ウム で も、 「語 り1として の 広義の オー
ラ ル ・ヒ ス トリ

ーを検討対

象に含め なが ら、「東南 ア ジア 史学 の 方法」をめ ぐる問題 として は、と くに 、研究者が 直接に

収集 利用 して 、 記録の 出版な い し研究 を通 じて公 開 し よ うとする狭義の オー ラル ・ヒ ス ト

リー
に検討の 焦点 をあて た い

。

　公文書を頂点 として私 文書 を底辺 とす る記録史料へ の 依拠 に の み方法上 の 正統性 を与

える ラ．ン ケ的な近代の 実証史学にお い て
、 オ

ー
ラ ル 叱 ス トリ

ー
は 厳密 な客観性 や実証性

に乏 しい もの と して低 い 地位 しか与 え られ て こ なか っ た 。 しか し民衆史ある い は社会史研

究 の 台頭が もた らした歴 史研究の 対象の 拡大 と とと もに、非文宇史料の 収集・利用 が歴 史

学 の 実践 と して広が る なかで 、オ
ー

ラ ル ・ヒス トリ
ー

は 、歴史学の 正 当 な方法と して 、 あ る

い は正史や公的記憶 に対抗す る庵史 をめ ざす
一
種 の 「市民的」記録運動 と して もそ の地 位

を高め て きた と言 っ て よ い だ ろ う。

　そ の
一
方、ポス トモ ダ ニ ス トた ちに よ っ て 近代仕会科学 の 実証主義そ の もの が認識論的

な批 判 をあび 、記録 史料 に依拠 して 客観的に語 る こ との 正 統性 を文献 史学が 無前提 に は 語

れ な くな っ て きた こ とや 、現実を正 し く科学的に記述する とい う意味で の 民族誌的 リア リ

ズ ム の 権威が入類学 にお い て 揺 らい で きた こ とは 、 史的方法 と して の オ
ー

ラ ル ・ヒ ス トリー

に も、 当然 、 重 大な閊題 を投 げか けて い る 。 「記録者 1と「語 り手 」の 問の 、ある い は「語 り手」

やそ の 「語 りjを と りま く関係性が介在せ ざる を得 な い と い う点で 、口述史料に は 記録史料

以 上 に 「客観性」や 「実証性」を語 る こ とが 難 しく、また 人類学が民族誌 の 調査 と記述 にお い

て 直面 して きた問題 は 、多 くの 点で 口述史料の 収集 とそ の 利用 をめ ぐる問題 と共通 して い

る か らで ある 。 さらに、これ らポス トモ ダ ニ ス ト的な社会科学批判の 議論を借 りず とも、「記

録者 」と「語 り手1の 関係性 をめ ぐる オー
ラ ル ・ヒ ス トリ

ー
の諸問題は 、 文献史学か らの 冂述
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史料の 信頼性 に対する 古 くか らの 批判 と重な り合 うとこ ろ が 大 きい
。 だ とすれ ば、結局 の

とこ ろ 、オー
ラ ル ・ヒ ス トリー

の 方法上 の 問題は 厳密 な 意味で の 史料批判論 へ 帰着する と
考え る こ ともで きる だ ろ う。

　以上 の よ うな、オ
ー

ラル ・ヒ ス トリー と史料批判 をめ ぐる諸問題 を念頭 に お きなが ら 、 今
大 会 シ ン ポ ジウム で は 、 東南 ア ジア 史学に お ける きわめ て 具体的で 実践的な課題 と して

、

こ の 問題 を考え て み たい ・ 軸 ア ジ ア 賄 の 地域 的特性 と蝌 状 況 を背景 と して 、歴 史学
に 限 らず 、 政治学 、 社会学 、 人類学 などを含めて 多くの 東南 ア ジ ア研究者が、オー

ラ ル ・ヒ ス

トリーを 、 全画的にせ よ補助的にせ よ 、 不可 欠の 史的方法 と して 採用 しつ つ あ り、 われわ れ
は 何よ りもまず実践 ヒの 問題 と して そ れ を捉 え て い くこ とが必要だ か らで ある

。 そ して 、
欧 米や 日本の 歴史学や社会学に お い ては

、 すで に年輪 を刻ん で きた と言っ て （、良 い この 問
題 に東南 ア ジ ア 史学の 方法 として 今 日の 時点で 取 り組む意義 も議論 して み たい

。

　そ こ で 、 本 シ ン ポ ジ ウ ム で は 、オー
ラ ル ・ヒ ス トリ

ー
をその 史的研究の なかで 積極 的に実

践 しつ つ ある 3 人 の 会員 に、まず 、 そ れぞれ が、なぜ オ ー
ラ ル ・ヒ ス トリーとい う方法 を用

い るに至 っ たの か 、 それ まで の 当該分野の 研 究史を踏まえた とき、オ
ー

ラ ル ・ヒ ス トリーが 、

どの よ うな新た な領域 を切 り拓き、 貢献 をする と考 えられ るの か な どを 、個 々 の 研究 とそ
の 領域にお ける他の研究 を紹介 しつ つ 、具体的に 指摘 して い ただ く。そ の うえで 、過去の 再
構 築の ため に オ

ー
ラル ・ヒ ス トリ

ー
を利用する 場合の 史料批判上 の 諸問題 、さ らに は歴史

学 の 方法に つ い て 、それ ぞれ が どの よ うな経験 を して きた か、どの ような認 識 態 度 を とる
に到 っ た か 、 あるい は とろ うと して い る か を論 じて い ただ く。 そ して 、 シ ン ポジ ウ ム の 各報
告 と論 を通 じて ・ 1

’
　一プル bヒ ス B 丿

一
磯 跣 ヒの 言繝 題 さ らに は 歴 史学の 認識 と方法

の 問題 に も迫 る こ とを大い に期待 したい と考えて い る 。

口述史の 可能性 と諸問題
一

イ ン ドネ シ ア 華 人社会史研 究 の とば 口 か ら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　貞好 康志 （神戸 大学）
　報 告者は元来 、イ ン ドネシ ア の 国民統合に お ける「華入 間題」の 変遷 を、政治史な い し政
治思想 史の 観 点か ら主に文献史料 を用 い て辿 っ て きた。 5 年 ほ ど前か ら「華人 社会」の あ り
方そ の もの に対 象を定め 、 中部 ジ ャ ワ の 町ス マ ラ ン周辺 で 幾度か フ ィ

ー
ル ドワ

ー
ク を行

な っ た 。 華人 の 居住
・
活動範 囲が 旧華入地区か ら空間的に 拡散 し 、

ス ハ ル ト体制に よ る 「同
化政策」も手伝 っ て 、 華人 コ ミ ュ ニ テ ィ の 姿が 目に 見えに く くな っ た現在、華人社会 とその

歴 史 に接近す る重 要な単位 は個人や家 族 で あ る 。 族譜 を編 む こ とさえ稀 な ジ ャ ワ華人の 個
人史 ・家族史 ひい て は 社会史 を再構成 しよ うとすれ ば 、 オ

ー
ラル ・ヒ ス トリ

ー
（； 口述史）の’

手法に大 き く頼 らざる を得な い
。 口述史を主 た る方法 と して 華人社 会史 を書い た先例 は 少

な くと もイ ン ドネシ ア に 関 して は ほ とん どな く、報 告者 に と っ て 、 依然手探 りの状態が 続
い て い る 。 今回は そ うした模索 の 過程 で認識する に 至 っ た 、口述 史の 可能性 と問題点 を報
告者 な りに仮整理 し 、 議i淪の 材料 に供 した い

。

　口述 史の ポ ジ テ ィ ブ な囎 旨性 と して しば しば指摘 され るの は 、   文献史料が あま り対 象
とせず 、 自ら文字史料 を残すこ との 少 なか っ た庶 民や 女性 な どの 生 きた歴史 を再構成す る
主材料 に な り得 る とい うこ とで ある 。 こ の点 は カ ピタ ン など旧 支配層 や近現代 の財 閥 な ど
に対象が偏 っ て きた華人研 究 に つ い て も当て は まる 。 また 口 述 史料 は 、  文献 史料で 欠落
した り見落 とされ が ちな 、 現場の 実態 に迫 る手が か りと して 有用 なこ とが 多い

。 多面 的な
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